
 

 

 

 

      「桜梅桃李」花の笑顔のごとく        

校長 成田 弥生 

 

春薫る、美しき花々が咲き誇る中、お子様の御入学、御進級 

おめでとうございます。本日、かわいい新１年生５６名を迎え、 

猿楽小学校は全校児童３１３名で船出をしました。 

今年度より、新副校長に着任した市川愛美と転入職員１８名 

と共に心機一転、力を合わせて頑張ってまいります。 

保護者・地域の皆様と共に「子どもも大人も 笑顔あふれる学校」をつくってまいりたいと思いま

す。御協力・御支援をよろしくお願いいたします。 

 

「桜梅桃李」という言葉があります。桜には桜の良さがあるように、梅には梅にしかない良さがあ

る。それぞれが自分らしく、子供も大人も自分にしかない良さを輝かせることができるよう学校が居

心地の良い場であるように尽力してまいります。 

 

今年度、大切にしていきたいことは「対話・挨拶・時間を守る」ことです。対話を通して温かいコ

ミュニケーションを大切にします。 

その第一歩として、挨拶です。 

「あいさつ名人、先に、笑顔で何度でも」と人と仲良くなる第一歩である挨拶について話をしまし

た。私たち「大人から、先に、笑顔で何度でも」と元気な挨拶が響く学校にしていきたいと思います。 

 今年度の重点項目は以下です。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の教育活動の方針については、保護者会でお知らせいたします。 

kanntougenn 

 

 

渋谷区立猿楽小学校 
令和５年４月６日 
No.１ 

〇自分らしく表現できる子（表現力）の育成 

  ・主体的な対話のある授業（よく聴く・よく話す） 

・挨拶名人（温かい声かけを大人から） 

登校時、全職員で児童を出迎える 

・各教科表現活動・温かいコミュニケーション 

 〇学びを深められる子（探求）の育成 

  ・自ら「問い」をもつ⇒問題解決学習を授業で展開 

  ・協働的な学び、個別最適な学び、探求学習 

   ・猿楽プロジェクト・シブヤ未来科で学びを深められる子の育成 

 〇ＩＣＴを自己の学びに合わせて効果的に活用できる子の育成 

  ・デジタル教科書・デジタル教材を選択した効果的な学び 

・コミュニケーションツールを活用した対話ある学び 

・ＩＣＴを活用したプレゼンテーション力を高める 

 

 ＊令和５年度重点項目＊ 


